
  
  
    
      
        [image: 版元ドットコム]

        探せる、使える、本の情報

      

      
				

				


  
  
    
    本を探す
  



				      

			詳細検索
      

    

  

  
    
      	ジャンルで探す
	新しい本
	
          
            これから出る本
            
              発売点数カレンダー
              本日発売の本
              明日発売の本
              １４日以内に発売される本
              ６０日以内に発売される本
            

          

        
	増刷した本
	ためし読みできる本
	書評に載った本
	会員版元一覧


    


    
    
      
          
      

      
				

				


  
  
    
    本を探す
  



							

    

				詳細検索
  
  	ジャンルで探す
	新しい本
	
      
        これから出る本
        
          発売点数カレンダー
          本日発売の本
          明日発売の本
          １４日以内に発売される本
          ６０日以内に発売される本
        

      

    
	増刷した本
	ためし読みできる本
	書評情報
	会員版元一覧


  
    文芸
    新書
    社会一般
    資格・試験
    ビジネス
    スポーツ・健康
    趣味・実用
    ゲーム
    芸能・タレント
    テレビ・映画化
    芸術
    哲学・宗教
    歴史・地理
    社会科学
    教育
    自然科学
    医学
    工業・工学
    コンピュータ
    語学・辞事典
    学参
    児童図書
    ヤングアダルト
    全集
    文庫
    コミック文庫
    コミックス(欠番扱)
    コミックス(雑誌扱)
    コミックス(書籍)
    コミックス(廉価版)
    ムック
    雑誌
    増刊
    別冊
  




   
   
            
                  
    
      占領下の日本に生まれて

      
2001年3月14日
 gaifu



    
    
      　最近続けて5冊の文庫・新書を読んだ。『新憲法の話』（古関彰一、中公文庫）、 『侵略戦争』（纐纈厚、ちくま新書）、『日本海軍の終戦工作』（纐纈厚、中公新書）、『戦略爆撃の思想』（上下、前田哲男、社会思想社文庫）だ。前田さんの『戦略爆撃の思想』は親本で読んでいたが、自宅の本棚に見当たらず、改めて文庫を買っ た。

　いずれの本もとても面白く、さすがに「寝食」は忘れるほどではなかったが時間を ひねり出して一気に読んだ。それぞれの内容についていちいちここで触れる余裕はな いが、自分の生きてきた時代について考えるのに山のような示唆があった。

　3月は、子供のころからなんとなく戦争のことを考える季節になっている。私は 1947年に生まれた。3年前に死んだ父は、「学徒動員」で1944年に中国戦線へ軍医と して出征している。父の父すなわち父方の祖父は、東京・深川で医者をしていたが、 父が戦場にいるあいだに東京大空襲で死んだ——というか1945年3月10日以降、現在 までずっと行方不明のままだ。でも、私に戦争の実感は当然ないし、会ったことも触 れたこともない祖父に、肉親の情のようなものはほとんど感じたことがない。前田さんの『戦略爆撃の思想』からすると、重慶への日本の戦政略爆撃の延長線上に米ルメ イ将軍の対日戦略爆撃の思想がある。してみると、私の祖父は日本が考え出した「戦略爆撃の思想」によって殺されたことにもなる。

　ドイツの同世代と違って、私たちの世代は父親たちの戦争責任を追及することがで きなかった。こうした責任が問われないまま半世紀が過ぎるうちに、現代の若者たち のあいだになにやらドス黒いナショナリズムが広がっているようだ。台湾から入境拒否までされる「よしりん」のマンガのどこにそんな説得力があるのだろうか。また、 扶桑社の教科書で教育される子供たちの将来も心配だ。現在読んでいる『天皇の戦争責任』（径書房）のなかの橋爪大三郎さんの言説にも、時代錯誤的な異様なものを感 じる。

　出版界の現況と同じで、どうも明るい未来は見えてこない。このへんにくさびを打ち込むような本を出してゆきたいと考えている。

　まだ書きたいことがあるが、長くなるのでまたこの次の機会に。

　ところで、先週の矢野さんの記事について一言。

　矢野さんは、「すべての表現は一切の公権力から自由でなければならない」という が、私は「公権力への批判には完全な自由が保障されなければならない」という立場 をとる。私的な存在・関係に関する表現の自由が無条件に認められているとは考えて いないからだ。

　むろんこれは、「規制」を容認するという意味ではない。あらゆる検閲・「自主規制」・出版表現の制限には反対だ。

　暴力にしろ、殺人にしろ、ポルノにしろ、どんな表現をするかは、要は、表現者の 個人としてのモラルと責任の問題だ。したがって、いったん本になって、あるいは映画として、世の中に出てからの批判・非難・反論は当然ありうるし、また、表現者にはそれを受けとめる責任がある。 
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	おかやまは文学のまちになる - 2024/04/03
	バルト三国⽂芸事情研修・視察ツアーの主観的レポート - 2024/03/27
	そして、バトンは渡された - 2024/03/13
	教えるときに「教えます」と言うのはＮＧ!? - 2024/03/06
	不確実さ，曖昧さに込める - 2024/02/28
	出版社が先か、作家が先か？ - 2024/02/21
	求む！　ロングセラー著書を企画した編集者のための賞 - 2024/02/14
	社会人のふりをするために固定費3万9千円で始めた「ひとり出版」のいま - 2024/02/07
	ギネスの泡と共に消えた約束 - 2024/01/31
	点が線となって面になるとき - 2024/01/24



◆版元日誌の全一覧

・古い時代の日誌は、記事内のリンク先がすでに存在しないことが多いです。　ご了承ください。

・古い時代の日誌内の画像ファイルや添付ファイルが、版元ドットコムサイトの複数回のサーバー移転時の作業ミスで、失われていることが多いです。復元できませんのでお詫びいたします。
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        	書誌情報の間違いの報告


      


      

      
        版元ドットコムについて

        	会員ログイン
	版元ドットコムとは
	出版社向け版元ドットコム利用マニュアル
	版元ドットコムのパンフレット
	会員版元一覧
	会員参加申込書
	会友とは
	会友一覧
	会友参加申込書
	会則 (ルールと会費)
	沿革
	協力


      


      


      
        連絡先・お問い合わせ

        	お問い合わせ
	プライバシーポリシー
	パートナーシップ構築宣言


                  

        版元ドットコムのSNSもご利用ください。

        

        
        一般社団法人版元ドットコム

        〒150-0001

        渋谷区神宮前2-33-18

        電話：050-5515-9290

        ファックス：03-3402-5558

        

        Copyright © 2024 版元ドットコム
        

      

    

  



























